
めざす子どもの姿
個別最適な学びと協働的な学びを通して、

多様な価値を創造し、未来を切り拓く子ども

＝ 自立した学習者

令和の日本型学校教育
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実
子どもの特性や学習の進度に応じた学びを保障（指

導の個別化・学習の個性化）
「主体的・対話的で深い学び」の進化
多様な価値観を持つ他者との対話を通じて、よりよ

い解決や新しい価値を創造する力を育成
令和時代の特色を踏まえた教育の推進
デジタル化やグローバル化、人生１００年時代を見

据え、主体的に学び続ける力を育成

第３期豊川市教育振興基本計画
【基本目標２】 新しい時代に活躍できる確かな学力の育成
☆1人1台端末配備による教育の充実
〇ＩＣＴの活用による個別最適な学びと協働学習の推進
〇デジタル教科書・教材を活用した授業の実施
〇情報モラル教育の推進

【基本目標４】 安全安心で持続可能な教育環境づく り
☆学校における働き方改革
〇ＩＣＴ機器・校務支援システムの有効活用

ともに学び 生きる力を育み 未来を拓く 豊川の人づくり

国のＧＩＧＡスクール構想
児童生徒一人一台端末と高速大

容量ネットワークを全国一律に整
備し、クラウドを活用した学びと
校務DXを推進。誰一人取り残さず、
個別最適な学びと協働的な学びを
実現し、未来社会を生き抜く力を
育むことを目指している

デジタル学習基盤
児童生徒が一人一台端末と高速ネットワークを活用し、クラウドを通じて教材・学習履

歴・協働学習環境などを日常的に利用できるようにするための基盤

ＩＣＴ活用能力の育成
○学校教育活動全般でICTを活用する『使うことによって学ぶ』体制を整え、
デジタル学習基盤を生かして学びの質を高める

〇情報モラル教育を『デジタル・シティズンシップ』の視点から進め、責任ある
情報の活用と健全な社会参加を促す教育を推進する

＝リスク回避型のモラル教育からの脱却

豊川ＧＩＧＡスクール構想（第２期）

子どもが主体の学び
一人一人に合った学び
学習状況に応じて最適な教材や

 指導を受けられる授業
つながる学び
意見や考えをすぐに共有し、仲

 間と協働して学びを深める授業
主体的な学び
子ども自身が学習の方法や進め

 方を選び、学び続ける力を育む授
 業
伴走する教師
教師は知識の伝達者から伴走者

 へと役割を変え、子どもを支える
 授業
オンラインで学ぶ環境
不登校や長期欠席の児童生徒も

 端末を活用し、自宅などから参加
できる授業

校務ＤⅩ

クラウドで効率化
連絡・アンケート・情報共

有をデジタル化し、教員が教
育活動に集中できる環境を整
える

ペーパーレスでスピード化
FAXや押印をなくし、電子

決裁を導入を検討。業務を迅
速に進める環境を整える

効率的で安全な管理
校務系と学習系の二重管理

を解消し、効率的で安全な校
務運営を実現する
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